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市
で
は
令
和
元
年
・
2
年
度
の
2
年
間
を
行
革
（
行
財
政
改
革
）

の
集
中
取
組
期
間
と
し
、
６
つ
の
柱
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
５
つ
の
柱
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
「
公

共
工
事
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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公
共
工
事
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直
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〜

「
行
革
」で
変
わ
る
船
橋
の
未
来
●vol.8

6つの柱で行革に
取り組みます

事業の見直し

民間活力の活用

業務改善

使用料等の見直し

歳入の確保

公共工事の見直し
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新
規
の
公
共
工
事
は

２
年
間
凍
結

　
集
中
取
組
期
間
中
は
、
原
則
と
し
て
新
た
な
設
計
・
工

事
の
着
手
を
凍
結
し
、
そ
の
間
に
、
工
事
内
容
の
検
証
を

進
め
、
先
送
り
や
中
止
を
含
め
た
優
先
順
位
付
け
を
行
い

ま
す
。　

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
、
急
激
な
人
口
増
加
に
対
応
す
る
た

め
に
学
校
等
の
整
備
を
優
先
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
一
方
で
道
路
や
橋
り
ょ
う
、
公
園
等
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
い
ま
だ
に
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。ま
た
、

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、
学
校
の
耐
震
化
等
に
集
中
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
た
め
、
近
年
の
工
事
に
か
か
る
費
用

（
普
通
建
設
事
業
費
）は
、
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に

も
、
い
ま
一
度
計
画
を
見
つ
め
直
し
、
工
事
に
か
か
る
お

金
を
抑
制
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
に
緊
急
性
が
あ
る

も
の
や
、
道
路・橋
り
ょ
う
等
の
維
持・補
修
に
か
か
る
工

事
に
つ
い
て
は
、
凍
結
せ
ず
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

需
要
に
あ
わ
せ
た
施
設
の

「
最
適
化
」と
コ
ス
ト
縮
減

　
新
規
の
公
共
工
事
は
凍
結
す
る
一
方
で
、
既
存
施
設
に

つ
い
て
は
、学
校
等
の
７
割
が
建
築
後
30
年
以
上
経
過
し
、

今
後
一
斉
に
改
修
や
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
そ

の
た
め
、
早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
、「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」や「
公

共
建
築
物
保
全
計
画
」を
策
定
し
、「
長
寿
命
化
」と
い
う

視
点
か
ら
施
設
の
保
全
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

令
和
15
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
期
へ
と
転
じ
て
い
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
20
〜
30
年
後
に
は
施
設
の

規
模
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
人
口
減
少
に
加
え
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
人
口

構
造
の
変
化
は
、
将
来
必
要
と
な
る
施
設
の
種
類
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
施
設
の

集
約
や
複
合
を
進
め
る
な
ど
、「
最
適
化
」と
い
う
視
点
も

加
え
、
本
市
の
人
口
構
造
に
見
合
っ
た
施
設
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
施
設
を
改
修
す
る
際
に
は
工
事
コ
ス
ト
を
縮
減

で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
き
た
仕
様
の
統
一
化

や
、
必
要
に
応
じ
た
リ
ー
ス
方
式
の
採
用
な
ど
、
さ
ら
な

る
低
コ
ス
ト
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＜普通建設事業費　予算額の推移＞
（億円）
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小・中学校等の
耐震改修

　西図書館、
北部・南部清掃工場

建替え
小学校の
建替え

148億円

226億円

305億円
287億円

247億円

子どもの安全を守るために　

　「おはよう！」と元気な声で子どもたちとあいさつを交わし、優しいまなざしで見守るスクー
ルガードの皆さん。活動が始まって13年間、多くの皆さんの協力で子どもたちの安全な学校生
活を見守り続けています。今号では、子どもたちの安全を守る取り組みを紹介します。

問児童・生徒防犯安全対策室☎436-2876

  子どもの笑顔の守り人 
  「スクールガード」
　子どもたちが安全に通学できるよう市内では登
下校の時間に合わせて通学路や学区の公園を中心
に、スクールガード活動が各地域で行われていま
す。腕章や帽子を身に着けたスクールガードが子
どもたちに声掛けをしながらパトロールしてお
り、現在354団体、5671人のボランティアが登下
校を見守っています。

 スクールガードを随時募集中
　子どもたちの安全のため、皆さんのさらなるご
協力をお願いします。
〈対象〉市内在住の2人以上の団体※個人で登録を
希望する人は、活動地域の小学校へお問い合わせ
ください　〈登録方法〉児童・生徒防犯安全対策室、
各小学校で配布している登録用紙に、必要事項を
記入し活動地域の小学校へ

  いざというときに「ひまわり110番」
　子どもが誘拐や暴力、痴漢など
の被害に遭いそうになった、ある
いは遭ったときに避難できる場
所として「ひまわり110番」があ
ります。一般家庭や企業、公共施
設など、該当する場所には右記の
プレートを掲示しており、保護者
や警察・学校に通報する体制を整えています。市
PTA連合会が中心となり、地域ぐるみで子どもた
ちの安全を守っています。どこが「ひまわり110
番」になっているか、日頃から親子で確認しておき
ましょう。

  防犯ブザーで不審者対策！
　来年度小学校に入学するお子さんを対象に、元
年11月の就学時健診で防犯ブザーを配布しまし
た。小学生になると、子どもだけで行動することが

子どもの安全な登下校のために

多くなります。いざというときの
ために、お子さんと一緒に使い方
を確認しておきましょう。
▪就学時健診を市内で受診されなかったお子さん
には、6月30日㈫まで児童・生徒防犯安全対策室で
配布しています。

　地域のために役立ちたいと思い、退職を機
に登校時の見守りを毎日行っています。車の
流れを常に意識し、どこが危険か見極め、状況
に応じて判断することを大切にしています。
やりがいは、子どもたちの成長を見られるこ
と。最初はあいさつを恥ずかしがっていた子
が、こちらから積極的に声掛けを続けること
で自分からあいさつしてくれるようになるの
はうれしいです。今後も体が動く限り、この活
動を続けたいと思っています。

南本町小スクールガード
安藤泰雄さん（79歳）

子どもたちの成長する姿が
生きがいに

▲�このプレート
が目印です


